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Investigations were made with reference to the effects of change in copper sol‐
ubility of the orchard soil supplied with soil amendment matter on the growth
of white dent corn which was grow■on t e amended sol
The cora plant grown on the soil without the amendment matter suffered from
excess‐copper and showed leaf chlorosis  However, groMIth was improved with
higher rates of hne and magnesia.  Since a heavy apphcation of such basic ma‐
terials as hme and magnesia resulted in a marked decrease in the amount of
copper in water‐soluble and exchangeable forms, these forms of copper were as―












































土 壊 処 理 の 内 容
添 物 添加量rゴ)
無 処 理 区
塩基少量区 Ca(OH)ぞとMg(OH)2の混合物*(pH5 0に矯正を目標)
1.38




地 肥 区 風乾堆肥粉末(土壌の2%本目当 )
憐 酸 区 Ca(H,P01)2 H20(りん酸吸収係数の209/9飽和)












第1表 供 試 土 壊 の 性 質
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無 中 多 堆 燐 石
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収穫物重(g/鉢) Cu合有率 (ppm) Cu吸収量 (μg/然)
茎 根 1 根 茎 葉1 根 茎 葉 1 根 合 計
(果樹園土壊)
??
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憐   酸































































































































































































































































































































長 井 武 雄・山 内 益 夫
り、柑橘の銅吸収量が減少することはBINGHAMうによ   (4)水溶性と置換態の銅が可給態の銅としてホワイト
って報告されているので、過剰の銅対策の1つとして燐   デントコーンの生育に影響を及ぼしており、酸度の矯正
酸の多量施用は今後とも期待できるものがある。しかし   と堆肥の添加はこの形態銅の減少に効果を示した。
土壊中の鉄含量と燐酸施用量の関係など、検討すべき間   (5)銅鉱山から流出した土砂の混入によって汚染され
題が残されており、実施にあたっては慎重を要するであ   ている水田土壊についても、同様の処理を行ない効果を
ろう。                          比較したところ、抽出剤の種類とそれによつて溶出した
いずれにしても、本研究によって、梨葉に黄化症の発   銅量との関係は、大よそ果樹園土壊の場合と同じであっ
生をみた樹園地上壌は過剰の可給態銅を含んでおり、こ   た。
れが少なくとも一部の畑作物には生育の制限因子になる
ことが明らかにされた。したがって、早急に根圏土壊の            文   献
銅溶解度の低下を図る措置が望まれる。本研究で得られ   1)長井武雄・古賀英明 :′島取大学農学吉1研究報告,27,
た結果によれば、土壊pHが最小限5.01こ保たれるよう酸    34(1975)
度の矯正が必要である。                  2)Reu her,W.and P.F,Smih i SοJ′ ScJ92c9,
75,219(1953)。
Ⅳ.要     約           3)塚本正一郎・藤井有文・佐々木高・新堀孝子 :土肥
鳥取県人頭郡河原町において梨葉に黄化症が発生した    学会講演要旨集,No.1, 2(1955).
樹園地上壊に、酸度矯正あるいは堆肥、燐酸の添加など   4)Bingham,F.T.and et al.:SOJどScJ92c9,
のいわゆる対症的処理を施し、一定期間後における銅溶    86,24(1958)
解度の変化をしらべた。ついでこの変化がホワイトデン   5)Smih,R.L.and et al.:rdο ιο,cs α2'■αJjαヶJο2
トコーンの生育に及ぼす影響を検討した。          Rαれαι,92焼SοテJ OTgαttc―ηαιι9T Sι2J」9s,
得られた結果は次のとおりである。            p.397(1968)Austria.
(1)供試土壌から逐次抽出して分別された各形態の銅   6)石塚喜明・田中明・藤田収 :土肥誌,32,97(1962)
合量は、キレー ト態銅>有機態銅>置換態銅>水溶性銅   7)堤道雄・大平幸次・藤原彰夫・土肥誌,39,
の)贋であった。                       131(1968)
(2)土壊の酸度を矯正すると、5,0まではpHの上昇に   8)Badiger,M,K.and et al.:frl ι?T2αと,o■,J
つれて、置換態およびキレート態銅の溶出量が著しく減    S)婢pοs,,切οη SοテJ F9Tオ崩ι)E″αJ″成,ο2PTο一
少した。また堆肥の添加によつて、置換態銅は減少し、     c″ど
',9,1,949(1971)New Delhi.キレー ト態銅の溶出量が増加した。             9)月林ヽ茂久平・只木正之・松井蔚 :群馬県農業試験場
(3)体試土壌が含む過剰の銅によって、ホワイトデン    特別報告,No.5, 1(1964).
トコーンの生育は著しく抑制された。作物生育量の上壊
pHに対する相関は高く、最小限pH5,0に酸度が矯正さ
れると生育は順調に進展した。
